
新クリーンセンターの
地球温暖化対策として

平成22年12月 2日～12月 22日
　武蔵野クリーンセンターは平成 29年に稼働開始を目指して、
現在建て替えを計画中です。

●現在のクリーンセンターには、煙突から白い煙が見えないよう
　に白煙防止装置が設置されています。

●新施設には地球温暖化対策の一環として、エネルギー節約の
　ために白煙防止装置をつけないことを検討しています。

●白く見える煙は「水蒸気」であり、環境に影響はありません。
　この装置を止める実験を行い、白い煙を見てどのように感じ
　るか、ご意見を伺いたいと思います。

皆さんのご理解とご協力を
　　　よろしくお願いいたします。

平成22年10月　
武蔵野クリーンセンター

実験について
説明しましょう

●実験の事前説明会の日程
11月13日（土）19時～　
　　　　　　　　 緑町コミュニティセンター
11月 16日（火）19時～　
　　　　　　　　 けやきコミュニティセンター
11月 20日（土）10時 30分～　
　　　　　　　　 武蔵野緑町パークタウンB7集会所
        　　　　　 13時 30分～　
　　　　　　　　 けやきコミュニティセンター
11月 23日（火・祝）14時～　
　　　　　　　　 緑町コミュニティセンター
11月 26日（金）19時～　
　　　　　　　　 都営武蔵野アパート集会所

●実験のスケジュール
 11月中旬：事前説明会　６回

　　　　　　

 12月 2日：実験開始

　　　　　　　　　　

 12月 6、10、15日：煙突の排ガスを分析

　　　　　　

 12月初、中旬：施設見学会実施

　　　　　　

 12月 22日：実験終了。周辺地域でアンケー
　　　　　　　ト実施 （1月15日まで）

　　　　　　

１月～２月：実験やアンケートの結果をもとに、
新武蔵野クリーンセンター施設基本計画策定委員
会及び施設・周辺整備協議会において、新施設に
白煙防止設備を設置するかどうか検討します。

<お問い合わせ>
武蔵野市環境生活部クリーンセンター
　〒180-0012　武蔵野市緑町３‐１‐５　
　電話：0422‒54‒1221　（直通）FAX：0422‒51‒9194
　メールアドレス　cnt-clean@city.musashino.lg.jp

白煙防止装置を止める実験をします

白煙とは？　
白煙防止装置とは？

新施設に
白煙防止装置を
つけないことを検討
→・地球温暖化対策
　・費用の節約

実験って、何をするの？　
教えて、クリーンセンターの
　お兄さん！

　現在、武蔵野クリーンセンターの煙突から出る煙は見えません。それは、
白煙防止装置があるからです。体に悪い有害物質が出ないように排ガスの処
理をしているので、煙突から出る主な成分は「チッ素」「酸素」「二酸化炭素」「水
分」になっています。これを煙突からそのまま出すと、冬場に息が白くなる
ように、寒い時にはこの成分が水蒸気になって白い煙に見えてしまいます。
そこで、工場のイメージを和らげるために周辺に配慮して、白煙防止装置に
より、ごみを燃やした余熱を使って熱くした空気を吹き込み、水蒸気を見え
ないようにしています。

　近年問題になっている地球温暖化対策を考えると、この設備に使うエネル
ギーを発電などに使った方が良いという方針を国が打ち出しています。
　また、この設備を付けなければ新しい施設の建設費もそれだけ安くなり（白
煙防止装置約1億円）、発電効率を上げることができ運営費も節約できます。
さらに、地球温暖化対策に熱心な施設として国からの交付金も多くなります
（約5億円増）。

実験を実施するにあたり、以下の日程で周辺地域のみなさまに
事前説明会を行います。ご都合に合せてどこの説明会にいらし
ても結構です。どうぞご出席ください。

実験の事前説明会



クリーンセンターの環境安全対策

白く見えるのは「水蒸気」です。
湯気のようなもので、空に浮かぶ雲や
加湿器から見える霧と同じです

白煙って、
何ですか？

煙を見えないようにするのは、
工場のイメージを和らげるためです

燃やすごみを
ごみピットに
入れます

バグフィルター

冷却塔
誘引送風機

ボイラー

ごみクレーン

ごみピット

焼却炉

有害ガス
除去装置

煙突

焼却炉でごみが燃えて、
排ガスが発生します。

ダイオキシン類

水分

いおう酸化物

塩化水素

チッ素・酸素・二酸化炭素

余熱利用

バグフィルターで
ダイオキシン類やススを
取り除きます。

有害ガス除去装置で
いおう酸化物と塩化水素を
取り除きます。

温度850～1100℃

温度300℃

バグフィルターの布が250℃以上
では燃えてしまうことや300℃で
ダイオキシン類が再発生しやすいため、
冷却塔で200℃まで急に冷やします。

温度
200℃

外の空気をとりこみ、
170℃位に温める。

白煙防止装置
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冬に吐く息が
白く見えることと
同じなんだね

なぜ白煙防止装置を
とめる実験をするの？

① ②

③

④ ⑤

⑥ ⑦

焼却炉内で850℃以上の熱により、
においの成分を分解します。

温度
60℃

排ガス中のダイオキシン類、塩化水素、いおう酸化物、
チッ素酸化物は、基準値以下まで取り除かれます。
新施設では、さらにチッ素酸化物の除去装置を取り付
けることも検討しています。

11月中旬にクリーンセンター周辺のコミセンなどで、
実験の事前説明会を開催し、12月2日～22日に
実験を実施します。

新施設に白煙防止装置をつけるかどうか、
実験後、みなさんのご意見をお聞かせください。

白煙防止装置が働いているからです。
煙突から出る前に熱い空気を吹き入れると、
水蒸気が空気に溶け込んで
透明に見えます

そこで、白煙防止装置を止める実験
をして、煙がどのように見えるか、
みなさんの意見をうかがいます

でも、煙突から
白いものは出て
いないよ

ごみを燃やして発生するガスの中から体に悪いススなどが
出ないように排ガスを処理しています。煙突から出る主な
成分は通常の空気とほとんど同じ成分なので、体に悪いも
のではなく安全です。

110℃

地球温暖化対策を
　　　　検討するためです。

新しいクリーンセンターでは、ごみを燃やして
発生する熱でつくった蒸気で、発電することを
考えています。白煙防止装置には、蒸気や電気
をいっぱい使います。蒸気をより発電に使い、
電気を節約するために、白煙防止装置をつけな
いこと検討しています

この装置を
停止する実験を
行います

煙突から出る煙は
安全なの？

におい対策

排ガス対策

においは
しないの？

この実験で、排気ガスやにおいが
新たに出ることはありません。
クリーンセンターの環境対策に
ついて、下の図を
ごらんください

・ ・ ・


